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房総半島南部における地殻活動起源地球物理的環境変動の観測（序報） 
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南房総の鴨川地溝帯中央部に位置する伊予ヶ岳山麓において、地震、地殻変動、ULF 帯電磁場変動、ラドン

（Rn-222）濃度を観測するシステムを構築した。観測の目的は、房総半島における地球電磁場・放射線環境の時間
変動に関する基礎的研究と、地震活動や地殻変動に起因した上記環境変化の検出と発生機構の解明等の応用的研究
にある。さらに、準リアルタイム観測の実現によって、被害地震の直前予知も視野に入れている。 
 現在は、通信回線とインターネットを利用したデータの自動転送とデータベース化を手がけている。発表で

は、観測システムの詳細および最近の解析結果を紹介する。 
 
 
地殻応力の増加や変形の進行によって地殻活動が活発になると、地下では微小クラックの形成や変形、間隙流

体の移動等の現象が発生し、微小地震や群発地震の発生、さらには顕著な地殻変動変化や大地震の発生へ至ること
もあると考えられている。特に、大地震に至るような地殻活動の場合、その準備過程において上記の現象は地表に
おける電磁場、自然放射線、地熱等の地球物理的環境に少なからず影響を及ぼすと思われる。 
 
 地殻活動に関連する電磁気現象の検出例はこれまでにも数多く報告されている。周波数帯は数メガヘルツか

ら準直流領域に至る広帯域に渡るが、地殻活動との関連ではとりわけ ULF 帯（～10Hz）において、発生メカニズム
の考察が盛んである（Park et al.,1993）。例として、震源における微小クラックの形成や変形に伴う電磁放射
（Molchanov et al.,1995）、間隙流体の移動による界面動電効果（Dobrovolsky et al.,1989; Fenoglio et al.,1995)、
応力場変動による圧磁気効果（Sasai,1991）等が挙げられる。その他、大規模な地殻変動変化は地殻磁気モーメン
トの移動や回転をもたらすため、地表における地磁気異常分布の変化が見込まれる（伊勢崎,1998）。 
 
自然放射線環境への影響としては、地下水や土壌中のラドン（Rn-222）濃度の変化がよく知られている。ラド

ンは通常は岩石や土壌中に閉じこめられており、ラドンとその壊変による子孫核種の濃度は放射平衡状態にあると
推定される。地殻変動によって岩石中の間隙分布に変化が生じると、閉じこめられていたラドンガスが間隙を伝っ
て地表に達し、大気中のラドン濃度が増加するといわれる（Fleischer,1981）。また、地下水への移行も考えられ
る。ラドン濃度は、基本的には任意の環境における地質あるいは土壌等の環境物質に含まれるラジウム濃度に規定
されるとともに、気温、気圧、降水量等の気象要素によっても左右されるが、地震の発生前に統計的に有意な増加
が見られたという報告例がある（Al-Hilal et al.,1998）。また、兵庫県南部地震に際しては、神戸市や西宮市に
おいて大気中および地下水中のラドン濃度の上昇が認められた（Igarashi et al., 1995)。 
 
 地球電磁場や自然放射線は、地震活動、地殻変動に直接的あるいは間接的に影響を受けるパラメータとなる。

これらを連続観測することは、地殻活動をモニタするための有力な手段となり、地震予知の研究にも役立てること
ができるだろう。そこで、我々はテストサイトとして房総半島南部の鴨川地溝帯を選び、特に ULF 帯の電磁場変動
と大気中のラドン濃度に注目して連続観測を行い、地震活動や地殻変動との関連性を検証することにした。 
 
 ULF 帯の磁場変動の測定には、SPbF IZMIRAN 製のトーション型磁力計 MVC-2DS を使用する。このユニットは、

３成分の磁場変動と２成分の電位差変動を 0.02 秒値で取得する。時刻はＧＰＳ時計を取り込むことで精度よく決
められ、他観測点とのリモートレファレンスが可能である。現時点では、磁場変動のみをデータを取得している。
電位差の測定には、アドシステムズ社製の SES96 を使用する。ダイポール長は、東西、南北方向にいずれも 75 メー
トルとして、各々２組のチャンネルの地電位差データを取得する。サンプリング間隔は 10 秒である。 



 
 ラドン濃度の測定には、Pylon Electronic Development 社製の AB-5 を使用する。本測定器は、シンチレーショ

ンセル、光電子増倍管、大気吸引ポンプなどから構成され、大気中に含まれるラドンからの放射線を高感度で計数
し、その計数率 cpm からラドン濃度を算出することが可能である。 
 
 地殻活動を規定するために、地震計とＧＰＳ受信機を設置した。地震計は、Mark Products 社製の３成分セン

サーを使用し、パソコンにて AD 変換してハードディスクに記録する。他の観測点のデータを利用して震源や発震
時刻が推定できるため、磁力計データと比較することによって、発震時から地震波面到達時までの磁場変動につい
て有意な情報を取得することが期待される。ＧＰＳ受信機は、Trimble 社製の 4000SSi を使用する。国土地理院の
ＧＰＳデータベース（GEONET）と合わせて、房総半島の地殻変動を詳細にモニタできる。 
 
 2000 年 12 月に電場・磁場とＧＰＳの観測が開始され、翌年３月より地震、ラドン濃度の観測が行われている。

今後は大気電場と気象要素の観測を加える予定である。現在は、通信回線を利用したデータの自動転送とデータ
ベース化を手がけている。発表では観測システムの詳細および最近の解析結果を紹介する。 


